
くまの議会だより　第123号 ⑭⑮ くまの議会だより　第123号

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

小田原正龍さん

開会を予定しています

９月13日
（火曜日）

　
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
の
定
例
議
会
後
に
発
行
す

る
『
く
ま
の
議
会
だ
よ
り
』。

予
算
、条
例
等
の
議
案
審
議
、

一
般
質
問
の
内
容
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
に
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、編
集
に
あ
た
っ

て
は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
で

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
数
の
制

約
や
各
議
員
の
思
い
入
れ
な

ど
か
ら
文
字
が
多
く
な
り
が

ち
で
、堅
苦
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
反
省
し
き
り
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継（
録
画
）や
会
議
録
で

も
確
認
で
き
ま
す
。
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

光
本
　
一
也

（仮）萩原城之堀線の新設整備と東部
方面地域のまちづくり、町の考えは

町にとって有益であると認識している。
今後、財源確保を含めて研究していきたい。

Q

A 町　長
光本 一也議員

南
北
方
向
の
軸
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
東
部
地
域（
城
之
堀
・
萩

原
・
初
神
・
新
宮
）の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

に
は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
い

る（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の

新
設
整
備
と
城
之
堀
５･

６･

10
丁
目
、
萩
原
８
丁

目
の
住
工
共
生
地
区
の
早

期
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

【
Ａ
３
】

　
新
設
の
道
路
計
画
で
は
、

用
地
取
得
へ
の
協
力
、
関

係
住
民
の
事
業
へ
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
実
施
に
は
多

大
な
予
算
と
長
い
期
間
を

要
す
る
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
高
度
化
版

と
な
る
立
地
適
正
化
計
画

に
お
い
て
研
究
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
熊
野

バ
イ
パ
ス（
出
来
庭･

萩
原

工
区
）
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
は
。

【
Ａ
１
】

　
今
年
度
、
測
量
と
詳
細

設
計
を
進
め
て
お
り
、
年

度
内
に
地
元
説
明
会
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

は
土
地
所
有
者
へ
の
境
界

確
認
、
土
地
の
面
積
測
量

や
建
物
等
の
物
件
調
査
、補

償
の
説
明
、用
地
取
得
、工

事
着
手
へ
と
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
熊
野
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の
位

置
づ
け
は
。

【
Ａ
２
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
バ
イ

パ
ス
か
ら
城
之
堀
・
萩
原

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能

と
共
に
、
町
内
幹
線
道
路

網
の
一
部
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
結
節
点

か
ら
阿
戸
別
れ
交
差
点
ま

で
の
町
道
萩
原
線
に
続
き
、

萩
原
か
ら
城
之
堀
方
面
の

筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から
町民向けの施設に方向転換したのか

熊野の魅力を高め、国内外からの観光客を呼び込む
当初からの方向性は変えていない。

Q

A 町　長

【
Ｑ
１
】

　
事
業
目
的
、
全
体
事
業

費
の
額
は
。

【
Ａ
１
】

　
町
民
が
憩
い
、
集
え
る
、

町
民
の
た
め
の
場
所
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
整
備
。
事
業

費
は
13
億
６
千
万
円
。

【
Ｑ
２
】

　
集
客
目
標
人
数
は
基
本

実
施
設
計
業
務
を
行
う
中

で
考
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

設
計
前
に
設
定
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
提
案
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　
利
潤
を
追
求
す
る
商
業

施
設
で
な
い
た
め
、
先
に

目
標
人
数
を
示
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
10
月
か
ら
令
和
５

年
９
月
に
か
け
て
体
験
交

流
施
設
の
基
本
実
施
設
計
、

令
和
６
年
か
ら
体
験
交
流

▲整備予定地から筆の里
　工房を臨む
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一
般
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一
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施
設
を
整
備
、
そ
の
後
調

整
池
、
駐
車
場
、
北
側
の

公
園
を
整
備
し
、
令
和
10

年
度
完
成
の
予
定
。

【
Ｑ
４
】

　
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に

つ
い
て
、
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
公
園
内
の
体
験
交
流
施

設
内
の
飲
食
機
能
部
分
に

導
入
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
５
】

　
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
役
割
と
構
成
員
は
。

【
Ａ
５
】

　
本
町
の
文
化
芸
術
の
ま

ち
づ
く
り
応
援
大
使
で
画

家
の
野
村
重
存
氏
の
ほ
か
、

芸
術
系
大
学
の
教
授
、
広

島
県
観
光
連
盟
の
方
な
ど

５
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

の
む
ら

し
げ
あ
り

町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検

　昨年１２月に引き続き６月１７日に、３つの社会教育施設の視察をしました。
　町民会館（熊野中央防災交流センター）、熊野東防災交流センター、熊野西防災交流センター
を調査点検しました。各施設とも町民の安心安全のため、適切に維持管理を行っていくよう要望
しました。

文教委員会

（熊野町図書館）

（熊野町民会館） （熊野町郷土館）

【修繕前】 【修繕後】

▲屋外タイル剥離のため、早期修繕を要望。
はく り

▲令和４年３月に修繕工事完了。

はく り

▲雨漏りによる内壁の剥離を確認し対策を要望。▲雨漏りによる床材劣化のため早期防水工事を要望。
（ふでりんホール楽屋入口通路付近）

くまの議会だより　第123号 ⑭⑮ くまの議会だより　第123号

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

小田原正龍さん

開会を予定しています

９月13日
（火曜日）

　
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
の
定
例
議
会
後
に
発
行
す

る
『
く
ま
の
議
会
だ
よ
り
』。

予
算
、条
例
等
の
議
案
審
議
、

一
般
質
問
の
内
容
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
に
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、編
集
に
あ
た
っ

て
は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
で

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
数
の
制

約
や
各
議
員
の
思
い
入
れ
な

ど
か
ら
文
字
が
多
く
な
り
が

ち
で
、堅
苦
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
反
省
し
き
り
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継（
録
画
）や
会
議
録
で

も
確
認
で
き
ま
す
。
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

光
本
　
一
也

（仮）萩原城之堀線の新設整備と東部
方面地域のまちづくり、町の考えは

町にとって有益であると認識している。
今後、財源確保を含めて研究していきたい。

Q

A 町　長
光本 一也議員

南
北
方
向
の
軸
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
東
部
地
域（
城
之
堀
・
萩

原
・
初
神
・
新
宮
）の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

に
は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
い

る（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の

新
設
整
備
と
城
之
堀
５･

６･

10
丁
目
、
萩
原
８
丁

目
の
住
工
共
生
地
区
の
早

期
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

【
Ａ
３
】

　
新
設
の
道
路
計
画
で
は
、

用
地
取
得
へ
の
協
力
、
関

係
住
民
の
事
業
へ
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
実
施
に
は
多

大
な
予
算
と
長
い
期
間
を

要
す
る
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
高
度
化
版

と
な
る
立
地
適
正
化
計
画

に
お
い
て
研
究
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
熊
野

バ
イ
パ
ス（
出
来
庭･

萩
原

工
区
）
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
は
。

【
Ａ
１
】

　
今
年
度
、
測
量
と
詳
細

設
計
を
進
め
て
お
り
、
年

度
内
に
地
元
説
明
会
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

は
土
地
所
有
者
へ
の
境
界

確
認
、
土
地
の
面
積
測
量

や
建
物
等
の
物
件
調
査
、補

償
の
説
明
、用
地
取
得
、工

事
着
手
へ
と
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
熊
野
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の
位

置
づ
け
は
。

【
Ａ
２
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
バ
イ

パ
ス
か
ら
城
之
堀
・
萩
原

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能

と
共
に
、
町
内
幹
線
道
路

網
の
一
部
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
結
節
点

か
ら
阿
戸
別
れ
交
差
点
ま

で
の
町
道
萩
原
線
に
続
き
、

萩
原
か
ら
城
之
堀
方
面
の

筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から
町民向けの施設に方向転換したのか

熊野の魅力を高め、国内外からの観光客を呼び込む
当初からの方向性は変えていない。

Q

A 町　長

【
Ｑ
１
】

　
事
業
目
的
、
全
体
事
業

費
の
額
は
。

【
Ａ
１
】

　
町
民
が
憩
い
、
集
え
る
、

町
民
の
た
め
の
場
所
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
整
備
。
事
業

費
は
13
億
６
千
万
円
。

【
Ｑ
２
】

　
集
客
目
標
人
数
は
基
本

実
施
設
計
業
務
を
行
う
中

で
考
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

設
計
前
に
設
定
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
提
案
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　
利
潤
を
追
求
す
る
商
業

施
設
で
な
い
た
め
、
先
に

目
標
人
数
を
示
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
10
月
か
ら
令
和
５

年
９
月
に
か
け
て
体
験
交

流
施
設
の
基
本
実
施
設
計
、

令
和
６
年
か
ら
体
験
交
流

▲整備予定地から筆の里
　工房を臨む

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

施
設
を
整
備
、
そ
の
後
調

整
池
、
駐
車
場
、
北
側
の

公
園
を
整
備
し
、
令
和
10

年
度
完
成
の
予
定
。

【
Ｑ
４
】

　
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に

つ
い
て
、
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
公
園
内
の
体
験
交
流
施

設
内
の
飲
食
機
能
部
分
に

導
入
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
５
】

　
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
役
割
と
構
成
員
は
。

【
Ａ
５
】

　
本
町
の
文
化
芸
術
の
ま

ち
づ
く
り
応
援
大
使
で
画

家
の
野
村
重
存
氏
の
ほ
か
、

芸
術
系
大
学
の
教
授
、
広

島
県
観
光
連
盟
の
方
な
ど

５
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

の
む
ら

し
げ
あ
り

町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検

　昨年１２月に引き続き６月１７日に、３つの社会教育施設の視察をしました。
　町民会館（熊野中央防災交流センター）、熊野東防災交流センター、熊野西防災交流センター
を調査点検しました。各施設とも町民の安心安全のため、適切に維持管理を行っていくよう要望
しました。

文教委員会

（熊野町図書館）

（熊野町民会館） （熊野町郷土館）

【修繕前】 【修繕後】

▲屋外タイル剥離のため、早期修繕を要望。
はく り

▲令和４年３月に修繕工事完了。

はく り

▲雨漏りによる内壁の剥離を確認し対策を要望。▲雨漏りによる床材劣化のため早期防水工事を要望。
（ふでりんホール楽屋入口通路付近）


